
郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

神
武
東
遷
由
来

杉
と
城
跡

桜
実
神
社
（
宇
陀
市
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
宇
陀
市
菟
田
野
佐
倉
７
６
４

（
祭
神
）
木
花
咲
耶
姫
命

（
交
通
）
近
鉄
榛
原
駅
か
ら
奈
良
交
通
バ

ス
「
桜
実
神
社
前
」
下
車
（
平

日
の
み
運
行
）
。
西
へ
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
無
料
。
約

台

桜
実
神
社
の
社
殿
と
八
ツ
房
ス
ギ
‖
宇
陀
市
で

桜
実
神
社
は
、
宇
陀
市

菟
田
野
佐
倉
に
あ
り
、
社
地

と
周
辺
は
、神
武
東
遷
の「
菟

田
の
高
城
」
の
伝
承
地
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
神
社
名
の
桜

実
は
、
地
名
の
佐
倉
に
通
じ

る
も
の
で
し
ょ
う
。

祭
神
は
木
花
咲
耶
姫
命
。

１
９
１
２
（
大
正
元
）
年
、

式
内
社
に
昇
格
し
ま
し
た
。

桜
実
神
社
に
向
か
っ
て
左

に
八
坂
神
社
、
右
に
十
二
社

神
社
と
弁
天
神
社
、
さ
ら
に

鍵
形
に
前
方
に
曲
が
っ
て
愛

宕
神
社
と
秋
葉
神
社
が
鎮
座

し
ま
す
。
こ
れ
ら
五
社
は
１

９
１
０
（
明
治

）
年
に
合

祀
さ
れ
た
も
の
で
す
。

本
殿
は
、
朱
塗
り
の
春
日

造
で
す
。

月
の
第
３
土
曜

日
に
催
さ
れ
る
例
祭
で
は
、

御
供
ま
き
が
行
わ
れ
、
参
拝

者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

桜
実
神
社
の
横
に
そ
び
え

る
「
八
ツ
房
ス
ギ
」
の
巨
木

は
、
１
９
３
２
（
昭
和
７
）

年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
最
大
樹
高

が

㍍
、
樹
幹
周
囲
が
９
㍍

も
あ
り
ま
す
。
大
小
８
本
の

幹
が
巨
大
な
株
状
と
な
り
、

互
い
に
絡
み
合
い
、
複
雑
な

形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
樹
皮

は
普
通
の
杉
と
異
な
り
、
赤

色
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
杉
は
神
武
天
皇
が
大

和
平
定
の
際
、
「
菟
田
の
高

城
」
に
陣
を
張
っ
た
時
に
植

え
た
も
の
と
伝
わ
り
ま
す
。

菟
田
の
高
城
の
山
上
に
は

「
神
武
天
皇
御
東
征
菟
田
高

城
」
の
石
碑
が
あ
り
、
八
咫

烏
に
導
か
れ
て
進
軍
し
て

き
た
神
武
軍
が
休
息
し
た
地

と
伝
わ
り
、
日
本
最
古
の
城

跡
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
理
事

松
浦
文
子
）


